
資料２

四国航空株式会社所属ヘリコプター
火災事故調査 進捗状況

1. 事故の概要

ＪＡ６５２２火災事故調査の進捗状況

所 属； 四国航空株式会社

型 式； ユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ３型

登録番号 ＪＡ６５２２登録番号； ＪＡ６５２２

発生日時； 平成２３年９月２２日（木）１０時１１分ごろ

発生場所； 香川県東かがわ市引田（ひけた）野球場

写真１ 同型機

発生場所； 香川県東かがわ市引田（ひけた）野球場

飛行経路； 高松空港 ～ 発生場所

搭 乗 者； ３名（機長、電力会社社員２名）

事故概要； 飛行中の火災、不時着、炎上

人の被害； なし

機体の損壊 大破機体の損壊； 大破

飛行目的； 送電線点検

座席配置；前列右－機長座席配置；前列右 機長

前列左及び後列右－電力会社社員
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写真２ 同機の残骸



２. 推定飛行経路 付図１ 推定飛行経路図

高松空港

東かがわ市引田野球場
10:1１ごろ 不時着

高松空港
09：23 離陸

（拡大付図２）

10:07ごろ 匂い発生
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GPSデータ；高松空港から不時着場所の約150m手前まで１秒毎に記録



不時着位置

付図２ 推定飛行経路図（拡大）
不時着位置

10：10’04”
高度 79.4m

速度89.2km/h

10：09’00”
高度 408m

速度 143km/h

（不時着地手前約150m）

10：07’00”
高度 447m



付図３ 事故機の目撃情報（飛行中） 写真３ 着陸後（10：13ごろ）

３. 火災発生場所の推定

付図 事故機の目撃情報（飛行中） 写真 着陸後（ ろ）

白煙

・後部荷物室の床付近から白煙

白煙
黒く変色

・後部荷物室外板が黒く変色

写真４ 着陸後（10：19ごろ）写真５ 着陸後（10：23ごろ）
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○ 後部荷物室付近の装備品及び積載品

４. 発火点の推定

○ 後部荷物室付近の装備品及び積載品

装備品；ストロボライト・パワーサプライ、衝突防止灯パワーサプライ、
ELT（航空機用救命無線機）、FADEC（燃料コントロール）、マ

タ ボ ク （配電盤）スターボックス（配電盤）
積載品；カバー類、ウェス、補給用オイル、飛行鞄（書類）等

写真 同型機 後部荷物室内（事故機と同じ積載状況）写真６ 同型機の後部荷物室内（事故機と同じ積載状況）

※ 後部荷物室付近

にはいくつかの電気

ストロボライト・パワーサプライ

飛行鞄

にはいくつかの電気

装備品があり、後部

荷物室には多数の可

カバー類

荷物室には多数の可

燃物が積載されてい

た
ウェス

た。
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○ 後部荷物室付近の各電気装備品の特徴

電気装備品名 特徴電気装備品名 特徴

ストロボライト・パワーサ
プライ

後部荷物室内右後方の壁面に取り付けてあり、床下に入出
力の配線が伸びている。配線はほとんど保護されておらず、荷
物の移動で損傷する可能性が十分考えられる。配線付近にカ
バー類を積載していた。

衝突防止灯パワーサプ 後部荷物室と金属製隔壁で隔てられた後方の区画に装備さ衝突防止灯パワ サプ
ライ

後部荷物室と金属製隔壁で隔てられた後方の区画に装備さ
れており、荷物の移動による影響はなく、発火しても後部荷物
室に延焼する可能性は低い。

ELT 後部荷物室内前方の壁面に取り付けてあり 荷物の移動にELT
（航空機用救命無線機）

後部荷物室内前方の壁面に取り付けてあり、荷物の移動に
よる影響は少ない。また、電池は内蔵されているが、通常は作
動していない。

FADEC
（燃料コントロール）

後部荷物室内前方の壁面に取り付けてあり、配線の被覆が
厚く荷物の移動による影響は少ない。配線の短絡が生じた場
合は何らかのエンジン又は計器表示に異常が出るはずである
がそれはなか たがそれはなかった。

マスターボックス
（配電盤）

後部荷物室床下に取り付けてあり、荷物の移動による影響は
なく、発火しても後部荷物室に延焼する可能性は低い。配線のなく、発火 も後部荷物室 延焼する可能性 低 。配線
短絡が生じた場合は何らかの計器表示が出るはずであるが、
それはなかった。
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○ ストロボライト・パワーサプライについて

本体には、入力28VDC、出力400VDCの配線が接続している。出力側には保護装置（ヒューズ等）がない。

線写真７ 装備状況（同型機） 写真８ 配線の状況（同型機）
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(1) 仏国BEAによる情報

５. ストロボライト・パワーサプライの調査

( ) 仏国 る情報

当委員会が調査した情報に基づき、保有するデータ
ベースを確認したが、類似例なし。耐空性について部品
製造者（Honeywell）及び部品製造者国である米国NTSBと
の調査協力を示唆。

(2) 耐空性審査要領の記載

4-7-2-2 操縦装置、操作装置、配線、配管、装備品付属
機器等で その損傷若しくは破壊が 回転翼航空機の安機器等で、その損傷若しくは破壊が、回転翼航空機の安
全な運用に支障を及ぼすものは荷物室にあってはならな
い ただし それらが積載物の移動により損傷を受けずい。ただし、それらが積載物の移動により損傷を受けず、
かつ、それらの破損又は破壊によっても火災発生の危険
を生じさせないように、保護されている場合は、この限
りでない。
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(3) 耐空性改善通報(TCD)等

本事故を受け 当委員会に確認後 先月22日 EASA（欧本事故を受け、当委員会に確認後、先月22日、EASA（欧
州 航 空 安 全 局 ） か ら EAD(Emergency Airworthiness
Directive) 同 日 製 造 者 か ら ASB(Alert ServiceDirective) 、 同 日 、 製 造 者 か ら ASB(Alert Service
Bulletin)、同26日、航空局からTCDが発出された。EADには、
「本ADは、設計変更を行うまでの暫定的措置であり、更な
るADの発行もあり得る。」との記載がある。EAD及びASBは、
ストロボライトを使用停止するか、または使用する場合は
繰返し点検を実施すること等を指示している繰返し点検を実施すること等を指示している。
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EAD表紙 ASB表紙 TCD表紙

http://ad.easa.europa.eu/ad/2011‐0244‐E https://www.asims.mlit.go.jp/fsdb/a_tcd.nsf
（製造者から運航者及び規制当局に個別に通知）
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(1) カバ 類の難燃性に関する詳細な調査

６. 今後の主な調査

(1) カバー類の難燃性に関する詳細な調査

(2) 緊急操作手順に関する詳細な調査(2) 緊急操作手順に関する詳細な調査

(3) 収集した情報の解析(3) 収集した情報の解析
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